
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ
か
む 

数学的な問題を見いだす 
・求めることは何かな？ 

・分かっていることは何かな？ 

・どんな条件があるのかな？ 

・あれ？これまでと違うぞ！ 

見
通
し
を
も
つ 

見通しを立てる 
・前に学習したことが使えないかな？ 

・前に学習したことが使えるようにできないかな？ 

 （活用できそうな既習の見通し） 

・どんなことがはっきりすればいいのかな。 

 （出口の見通し） 

振
り
返
る 

解決の過程や得られた結果を振り返る 
・○○というふうに考えたら、うまくいったな。 

・これまでと同じように○○が大切なんだな。 

・次は、○○な場合も考えてみたいな。 

・一人でも最初から最後までしっかり説明（問題を解決） 

できるかやってみよう。 

・最後に自分一人でできなかったのは、式変形の目的が 

はっきりしなかったからだな。だから次は〇〇を大切に 

して考えづくりをしよう。 

活用場面や事例は「算数・数学科の指導におけるＩＣＴの活用について」「学びのイノベーション事業 実証研究報告書」（文科省）」や 

「＜学びを変える＞ＩＣＴ活用ガイド（R2,3,4）」（岐阜県教育委員会、ぎふっこ学び応援サイト内）を参考・引用しています。 

考
え
る 
深
め
る 

数学的な表現を柔軟に用いて表現する 
・「よく分からなかったので図で考えて～」 

：目的に応じて 

・「このことを式（図）でいうと～」：関連付けて 

・「例えば～」：場合を変えて 

 
筋道を立てて説明する 
・「～するために」：なぜそう考えたのか。（目的） 

・「～を使って」：根拠（既習内容）が明確か。 

・「まとめると～」：課題に対する結論になっているか。 

・「ここまでいい？」：考えの節目で確認する。 

統合的・発展的に考察する 
・いろんな考えがあるけど共通することは～ 

・他の場合でも同じようにできるかな。 

・これまでと同じように（ちがって）、 

 ○○と考えていけばいいんだな。 

・もし○○が△△だったら、どうなるだろう。 

動的な提示 

場面が把握しやす
くなり、関係に気付
きやすくなります。 

拡大して提示 

教科書等にある必要以上
の情報を与えずに集中で

きます。拡大印刷も板書も
なくスムーズです。 

既習を振り返る 

似たような場面の黒板や
教科書から、考え方を類推

しやすくなります。 

意図的な復習 

スライド等を活用して端
的に本時の基礎・基本にな

るような既習内容や考え
方を確認できます。 

困ったときは、仲間の考
えを参考にできる。また、
似た考え、違う考えの児
童生徒と交流する。自己
の考えを広げ深める対話
的な学びを実現します。 

教師はタブレット上で児
童生徒の様子を確認し、

状況に応じて個別指導
（思考を促す働きかけ）
を行います。 

構想･見通しの交流 

配付･提出機能で他者と構
想･見通しを比較検討する。
児童生徒一人一人の見方･
考え方を大切にできます。 

算数・数学科のベストミックス 

東濃教育事務所 ～「算数・数学科で大切にしたい学び」と「ＩＣＴの効果的な活用」～ 


